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は RT3DE を用いて左室心筋重量の計測を行い、磁気共鳴画像法（Magnetic Resonance Imaging； MRI）による
評価を gold standard とし、比較検討を行った。 
方法：対象は心筋肥大を認めるか、心筋肥大が疑われた連続 21 例（平均年齢 54 歳、肥大型心筋症 17 例、
高血圧性心疾患 4 例）であった。RT3DE 装置を用い、心尖部アプローチにて三次元画像収集を行った。三次元
解析装置を用いて拡張末期に左室外膜および内膜をトレース、心尖部 8 断面を描出し、average rotation 法
により左室心筋重量を計測、MRI により計測された左室心筋重量を基準データとし比較を行った。 
結果： 21 例中、20 例（95％）において心筋重量計測に適した三次元エコー画像の収集が可能であった。 RT3DE 
で得られた左室心筋重量は、MRI による計測値と良好な相関を示した（r＝0/94，p<.001，y＝0.81 x ＋41（g），
mean difference 13.9－29.1（g））。 















心疾患 4 例) であった。RT3DE装置を用い、心尖部アプローチにて三次元画像収集を行った。三次元解析装置
を用いて拡張末期に左室外膜および内膜をトレース、心尖部8断面を描出し、average rotation法により左室
心筋重量を計測、MRIにより計測された左室心筋重量を基準データとし比較を行った。 
 その結果、21例中、20例 (95%) において心筋重量計測に適した三次元エコー画像の収集が可能であった。
RT3DEで得られた左室心筋重量 (x) は、MRIによる計測値(y) と良好な相関を示した（r ＝ 0.95, p ＜ .0001, 
y = 0.85 x ＋ 29, mean difference   
-14.1）。 以上よりRT3DEにより、左室心筋肥大症例においても正確な左室心筋重量の計測を行うことが可能で
あった。 
 この研究は、より簡便かつ高精度に左室心筋重量の測定を可能にするものであり、臨床応用に向けて重要な
成績であることから、著者は、博士(医学)の称号を授与されるに値するものと判定した。 
 
